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　平成 26 年度一般会計決算は、歳入総額 52 億 9,618 万円、歳出総額 50 億 2,204
万円で歳入歳出差引額は 2億 7,414 万円となりました。また、これから翌年度に繰
り越すべき財源を差し引いた実質収支額は、2億 5,824 万円の黒字決算となり、予算
執行率は全体で 95.9％となりました。

概
要

　安全安心の確保対策安全安心の確保対策では、防災行

政無線のデジタル化工事の実施や町

有施設に防犯カメラが設置されました。

　子育て環境の充実子育て環境の充実では、学童保育と保

育サービスの充実が図られました。

　農政関係　農政関係では、小規模農村整備事業による農道

整備が実施されました。

　都市基盤の整備都市基盤の整備では、都市計画道路整備事業が

実施された他、舞木地内に橋梁が新設されました。

　教育環境の充実教育環境の充実では、幼稚園の預かり保育の実

施、西小トイレや中学校武道館天井撤去の改修工

事等、教育施設の改修が行われました。

歳
出

　町税町税は景気の緩や
かな回復傾向により
固定資産税で増額とな
りましたが、町民税及び
町たばこ税とも減額となり、
町税全体では前年度より 1,104 万円の
減額となりました。
　地方交付税地方交付税は消費税引き上げに伴う
基準財政収入額が増額となったことか
ら前年度より 1,407 万円減額となり、
地方交付税の振替として発行される臨
時財政対策債も 2,181 万円の減額とな
りました。

歳
入

　平成27年第３回議会定例会が、９月８日から18日までの11日間の会
期で開かれ、報告、条例の改正、平成26年度決算の認定や平成27年度補
正予算、発議等17件が上程され、平成26年度決算の認定については、決
算審査特別委員会においての審査など、慎重なる審議を行いました。また
初日には３名の議員が一般質問に立ち、町の考え方について質問しました。

平成 27 年

９月定例会

9 8 9 18

民生費10万7,131円

〈一般会計決算の主な内訳〉　　　42万9,785円
町民一人あたりこのように使われました（平成27年３月末 人口１万1,685人）

（　）の数字は総額

（12億 5,182万円）

総務費９万9,438円 教育費 6万4,761円

（11億6,194万円） （７億5,672万円）

衛生費３万4,786円

（４億0,648万円）

公債費３万7,837円

（４億4,213万円）

土木費３万3,476円 消防費２万0,973円

（３億9,117万円） （２億4,507万円） （３億6,671万円）

その他３万1,383円



福祉の充実福祉福祉の充実充実
のためにのために
億12億億億12億
円万万5,182万55,182万円85,5,18282万円

路工事等に道 に道路 事等に道道道路工道道路工路工事工事等事等に 3億 9,117万円3億 9,9,1,117万万円

消火等に消の消の災の火 火火災災火災災災災火災の消火等に火 火等火災火災の消火等に火火災の災の消の消火消火等火等に 万円万7万507万507万2億 4 万2億 4 507 円億2億 4,4,5,5050707万万円

の衛生のために町の町町 生のためにのの衛生 めに町の衛生のために町の町のの衛生衛生の生のために 万円6484億 0 万4億 0 648 円4億 0,0,6,646448万万円

まちづくり等にまちづくり等に
円万万6,194万611億 万11億 6 194万円11億 6,6,1,19494万万円

借金の返済に借金借金金の返の返済返済に
4億 4,213万円4億 4,4,2,213万万円

子どもたちの子どもたちの
教育などのために教育教育などのどのために

円万万672万57億 万7億 5 672万円7億 5,5,6,6767272万万円

みなさんみなさん
からの税金からのの税金税金
22億22億
5,417万円55,4,41417万円

からの支出金国からの支の支出出金 万円万357万3億 6 万3億 6 357 円3億 6 353億 6,6,3,3535757万万円

かかからの支かから県か県県県からの支出金らの支出金県か県からの支の支出出金 万円万万39 万98万398万2億 7,3 万2億 7 398 円2億 7 3982億 7,7,3,393998万万円

年度の繰年年年年年前年度の繰越金前 繰前年前年年度の度のの繰繰越金越金 万円万万024万24万24万24万2億 6 万2億 6 02 円42億 6,6,0,0202424万万円

その他その他の他
4億 9,372万円4億 9,9,3,373772万万円

※万円未満四捨五入※※※万万円未円未満未満満四捨四捨五捨五入五入

その他その他の他
3億 6,671万円3億 6,6,6,676771万万円

からの交付税国からの交の交付交付付税
5億 8,802万円5億 8,8,8,880202万万円

借りるお金借りるお金お金
3億 7,421万円3億 7,7,4,42421万万円

積立金からの繰入金積立積立金立金金からのの繰入繰入入金
6億 8,827万円6億 8,8,,8282727万万円
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平成26年度一般会計決算平成26年度一般会計決算
歳入（町に入ったお金）歳入（町に入ったお金）

5252億億9,6189,618万円万円
歳出（町が使ったお金）歳出（町が使ったお金）

5050億億2,2042,204万円万円

依存財源依存財源
国や県に依存する国や県に依存する
かたちの財源かたちの財源

自主財源自主財源
町が独自に調達で町が独自に調達で
きる財源きる財源
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監
査
報
告

監
査
報
告

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
関
係
諸

帳
簿
、
証
書
類
は
整
備
さ
れ
て
お

り
、
計
数
的
に
も
正
確
で
あ
り
ま

し
た
。
総
体
的
に
基
金
運
用
も
含

め
、
ほ
ぼ
健
全
な
行
財
政
運
営
が

な
さ
れ
て
お
り
、
予
算
も
効
率
よ

く
執
行
さ
れ
、
行
政
目
的
が
達
成

さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
町
税
・
国
民
健
康
保
険

税
の
収
入
未
済
の
解
消
に
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
み
、
歳

出
は
各
団
体
へ
の
補
助
金
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
補
助
内
容

等
の
適
宜
見
直
し
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
後
と
も
行
財
政
の
合
理
化
・

効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
住
民
福
祉

の
増
進
と
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
よ
り
一
層
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
審
査
意
見
と
し

ま
す
。

千
代
田
町
監
査
委
員

　

白
石 

正
躬

青
木 

國
生

財政力指数は自主財源の調達
力を表すものです。財政力指
数が1.00 以上になると、財
政力が豊かであるとして、国
からの普通交付税が交付され
なくなります。千代田町は県
内平均より良好な数値を保ち
続けています。

特別会計・事業会計決算の概要
会　計 決算額 歳入歳出予算現額に対する 概　要

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

歳入 15億 0,499万円 収 入 率 99.5% ９年ぶりの税率改定により収納率が減少しましたが、特定保健指導対
象者の減少と将来の医療費の適正
化が推進されました。

歳出 14億 3,924万円
執 行 率 95.2%差引 6,575万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

歳入 9,947万円 収 入 率 99.6% 年々増加傾向にある医療費の抑制のため、医療費適正化対策事業や健
康意識の普及啓発活動が推進され
ました。

歳出 9,676万円
執 行 率 96.9%差引 271万円

介 護 保 険
特 別 会 計

歳入 ９億5,802万円 収 入 率 100.2% 保険料の収入未済額、不納欠損額が前年度より増加し、要介護・要支援
認定者は５人、介護サービス利用者
数は213人増加しました。

歳出 ９億3,176万円
執 行 率 97.4%差引 2,626万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳入 ２億8,415万円 収 入 率 99.8% 平成 26年度事業では管渠築造工事
を推進工法で274.3 ｍ、開削工法で
728.6 ｍが実施されました。

歳出 ２億7,652万円
執 行 率 97.1%差引 763万円

水
道
事
業
会
計

収益的収支
（消費税込）

収入 ２億5,270万円
前年度と比較し年度末給水人口は159人、年間総配水量は
19,981㎥、年間有収水量は22,038㎥減少しました。支出 ２億5,042万円

差引 228万円

資本的収支
（消費税込）

収入 3,072万円 不足する額は当年度分消費税資本的収支調整額が772万円、
過年度分損益勘定留保資金1億 2,036 万円で補填し、収支
の均衡が図られました。

支出 １億5,880万円
差引 △１億2,808万円

千代田町千代田町

過去５年間の財政力指数の推移過去５年間の財政力指数の推移

県内町村平均県内町村平均

0. 790. 79
0. 760. 76 0. 750. 75 0.760.76

0. 590. 59
0. 560. 56

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0. 550. 55

0 77

0. 800. 80
0. 770. 77 0. 750. 75

0. 770. 77 0. 790. 79

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

県内市平均県内市平均県内市平均

0. 540. 54
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新
た
に

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置

　

今
定
例
会
に
お
い
て
決
算
審
査
の
充
実
を
図
る
た
め
、
12
名
の
議
員
全
員
に
よ
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
委
員
長
に
襟
川
仁
志

議
員
を
選
任
し
、
平
成
26
年
度
決
算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

従
来
の
決
算
審
査
で
は
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
で
各
所
管
の
審
査
を
行
い
、
所
管
外
の
詳
細
な
内
容
の
審
査
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
今
回

全
議
員
で
審
査
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
を
共
有
化
し
、
審
議
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　　●事件名
認定第１号「平成 26 年度千代田町一般会計歳入歳出決算

の認定」

認定第２号「平成 26 年度千代田町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定」

認定第３号「平成 26 年度千代田町後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定」

認定第４号「平成 26 年度千代田町介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定」

認定第５号「平成 26 年度千代田町下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定」

認定第６号「平成 26 年度千代田町水道事業会計歳入歳出
決算の認定及び剰余金の処分について」

●審査年月日　平成 27 年９月14日・15日

●委員会構成
　議員全員
　（委員長：襟川 仁志　副委員長：金子 孝之）

町の
お金

は

どう
使わ
れた
？

一

般

会

計

決

算

問

出
生
率
を
上
げ
る
施
策

は
。

答

平
成
22
年
度
か
ら
不
妊

治
療
助
成
事
業
を
行
い
、
近

年
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
出
生
後
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
よ
う
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

生
ご
み
処
理
機
導
入
補

助
金
の
金
額
と
実
績
は
。

答

電
気
式
処
理
機
は
１
年

間
１
機
が
限
度
で
、
１
機
当

た
り
の
補
助
限
度
額
が
２
万

円
で
す
。
電
気
式
で
な
い
生

ご
み
処
理
槽
は
、
１
年
間
で

２
基
が
限
度
で
、
１
基
当
た

り
の
補
助
限
度
額
が
２
，０

０
０
円
で
す
。
平
成
26
年
度

の
実
績
で
は
、
電
気
式
が
１

機
、
生
ご
み
処
理
槽
が
３
基

で
す
。
更
な
る
普
及
推
進
に

努
め
ま
す
。

主
な
質
疑
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て
し
ま
い
、
そ
の
後
不
明
と

な
り
回
収
が
難
し
い
場
合
等

が
あ
り
ま
す
。

問

災
害
時
の
町
に
お
け
る

緊
急
対
応
は
。

答

職
員
に
は
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

千
代
田
町
地
域
防
災
計
画
を

今
年
度
よ
り
改
定
予
定
の
た

め
、
避
難
体
制
等
を
含
め
、

更
に
検
討
を
加
え
て
い
き
ま

す
。

問

町
内
自
主
防
災
組
織
の

さ
ら
な
る
普
及
は
。

答

現
在
、
６
地
区
で
発
足

し
、
町
と
し
て
立
ち
上
げ
の

支
援
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問

総
務
費
工
事
請
負
費
の

不
用
額
の
原
因
は
。

答

役
場
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改

修
事
業
が
当
初
よ
り
安
価
に

で
き
た
た
め
で
す
。

問

行
政
区
活
動
交
付
金
に

つ
い
て
区
長
の
活
動
費
を
ま

と
め
た
も
の
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
各
行
政
区
の
活
動
に

ど
ん
な
影
響
が
あ
っ
た
か
。

答

以
前
よ
り
、
使
用
で
き

る
場
面
が
増
え
、
利
用
し
や

す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

問

弁
護
士
へ
の
法
律
相
談

件
数
は
。

答

年
６
回
行
い
、
平
成
26

年
度
は
28
件
あ
り
ま
し
た
。

問

保
育
園
で
は
０
歳
児
が

今
後
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
、
施
設
増
床

等
の
考
え
は
。

答

保
育
ス
ペ
ー
ス
の
増
床

に
つ
い
て
、
西
保
育
園
で
は

本
年
度
建
物
の
具
体
的
な
設

計
を
行
う
予
定
で
す
。

問

シ
ス
テ
ム
使
用
料
等
の

費
用
が
高
い
と
考
え
る
が
コ

ス
ト
削
減
に
ク
ラ
ウ
ド
化
等

の
考
え
は
。

答

今
後
ク
ラ
ウ
ド
化
等
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

対
象
者
は
。

答

65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
方
あ
る
い
は
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
等
に

月
２
回
給
食
を
配
送
し
て
い

ま
す
。

平成26年度各会計決算

徹底審議
問

環
境
衛
生
費
の
不
用
額

の
原
因
は
。

答

主
な
要
因
は
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
の
設
置
補
助
金

で
、年
々
、申
請
件
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

年
毎
の
申
請
件
数
も
わ
か
ら

な
い
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

例
年
通
り
の
予
算
額
と
し
ま

し
た
。

問

下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
家
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

流
域
下
水
道
の
工
事
完
了
予

定
は
。

答

予
算
の
関
係
も
あ
り
ま

す
が
平
成
29
年
度
中
の
完
了

を
目
標
に
努
め
ま
す
。
接
続

し
な
く
て
も
罰
則
等
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
下
水
道
の
接
続

率
が
上
昇
す
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

問

下
水
道
使
用
料
の
収
入

未
済
額
が
あ
る
が
原
因
は
。

答

平
成
12
年
度
か
ら
下
水

道
の
賦
課
徴
収
が
始
ま
り
、

そ
の
時
期
か
ら
の
未
済
が
積

み
上
が
っ
た
も
の
で
す
。
企

業
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
個
人
の
方
で
、
下
水
道

料
金
を
支
払
わ
ず
に
転
居
し
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問

今
後
、
保
険
料
の
値
上

げ
の
可
能
性
は
。

答

平
成
30
年
度
よ
り
県
の

広
域
化
が
始
ま
り
、
市
町
村

ご
と
に
県
と
の
調
整
に
よ
る

金
額
と
な
り
ま
す
。
平
成
26

年
度
と
同
様
な
状
況
で
す
と

当
面
保
険
料
改
定
の
必
要
性

は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
状
況
は
。
ま
た
、
待

機
さ
れ
て
い
る
方
が
今
後
、

入
所
で
き
る
見
込
み
は
。

答

平
成
27
年
５
月
１
日
現

在
の
、
町
で
把
握
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
申
し
込
み
を

問

サ
ッ
カ
ー
場
の
緑
地
管

理
に
多
額
の
経
費
が
か
か
っ

て
い
る
が
、
簡
単
な
観
客
席

を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
は
で

き
な
い
の
か
。

答

教
育
委
員
会
だ
け
で
判

断
で
き
な
い
の
で
、
庁
内
調

整
会
議
で
相
談
し
た
い
。

問

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
関
連

の
商
業
施
設
誘
致
促
進
奨
励

事
業
は
い
つ
ま
で
か
。

答

土
地
に
対
し
て
の
奨
励

金
は
平
成
27
年
度
で
終
了
で

す
が
、
建
物
分
は
平
成
28
年

度
ま
で
で
す
。

問

新
規
工
業
団
地
の
進
捗

状
況
と
都
市
計
画
道
路
の
完

成
は
い
つ
か
。

答

工
業
団
地
は
、
誘
致
企

業
の
決
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

ま
た
都
市
計
画
道
路
は
、
今

年
度
ま
で
の
計
画
で
し
た

が
、
交
付
金
の
状
況
に
よ
り

３
年
程
度
延
伸
す
る
の
で
は

と
考
え
ま
す
。

問

町
が
行
っ
て
い
る
各
種

予
防
事
業
の
効
果
は
。

答

介
護
状
態
に
な
る
年
齢

が
遅
く
な
る
よ
う
に
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
健

康
年
齢
の
延
伸
や
健
康
意
識

の
高
ま
り
な
ど
、
徐
々
に
効

果
が
出
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

問

設
計
監
理
委
託
料
が

高
額
だ
が
ど
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答

入
札
に
か
か
る
も
の
は

入
札
審
査
会
に
お
い
て
業
者

を
選
定
し
、
入
札
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
も
の

は
物
件
ご
と
に
見
積
も
り
を

と
っ
て
い
ま
す
。

問

温
水
プ
ー
ル
の
水
質
管

理
の
状
況
と
、
使
用
料
は
町

内
・
町
外
の
利
用
者
で
差
は

あ
る
の
か
。

答

水
質
検
査
は
、
月
１
回

業
者
委
託
し
て
い
る
ほ
か
、

職
員
が
毎
日
塩
素
濃
度
を
検

査
し
、
水
の
入
れ
替
え
も
状

況
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
使
用
料
は
両
毛

広
域
都
市
圏
の
中
で
、
相
互

利
用
施
設
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
町
内
・
町
外
で
区
別
し

て
い
ま
せ
ん
。

問

小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
設
置
状
況
は
。

答

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
の
授

業
で
は
、
各
ク
ラ
ス
１
人
１

台
ず
つ
使
え
る
状
況
で
す

が
、
充
分
と
は
い
え
ず
増
や

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

を
利
用
す
る
要
因
は
。

答

保
護
者
の
就
労
、
冠
婚

葬
祭
、
病
気
や
入
院
、
介
護

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

問

給
食
費
に
収
入
未
済

額
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
要

因
か
。

答

口
座
振
替
に
し
て
か
ら

未
済
額
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

問

奨
学
金
の
申
し
込
み
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
人
は
い

る
の
か
、
ま
た
月
額
は
増
や

せ
な
い
の
か
。

答

教
育
委
員
会
に
お
い
て

審
査
し
、
基
準
に
合
わ
な
い

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
増
額

は
町
の
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険

問

上
水
道
の
老
朽
管
布
設

替
え
の
計
画
は
。

介
護
保
険

答

広
域
化
に
よ
り
10
年
で

す
べ
て
終
了
さ
せ
る
計
画
で

す
。

し
て
い
て
入
所
で
き
て
い
な

い
方
が
、38
人
で
す
。
ま
た
、

町
で
は
増
床
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
、
前
年
比
16
人
減
少
の

38
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

以
上
の
改
善
を
図
る
に
は
更

な
る
増
床
や
新
設
な
ど
の
整

備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
近

隣
市
町
で
整
備
さ
れ
た
場
合

は
千
代
田
町
民
も
利
用
で
き

る
た
め
、
改
善
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

特

別

会

計

決

算
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千
代
田
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

審議議案と議員の賛否（第３回定例会）
野
村 

智
一

髙
橋 

祐
二

坂
部 

敏
夫

襟
川 

仁
志

金
子 

孝
之

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

富
岡 

芳
男

細
田 

芳
雄

黒
澤 

兵
司

青
木 

國
生

福
田 

正
司

議決結果
（賛成：反対）

第３回定例会
議案37号 千代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案38号 千代田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案39号 字の区域の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案40号 平成27年度千代田町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案 41号 平成27年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案42号 平成27年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案43号 平成27年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案44号 平成27年度千代田町水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

認 定１号 平成26年度千代田町一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認 定２号 平成26年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認 定３号 平成26年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認 定４号 平成26年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認 定５号 平成26年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認 定６号 平成26年度千代田町水道事業会計歳入歳出決算の認定及び剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

認 定７号 東毛広域市町村圏振興整備組合の解散に伴う平成26年度東毛広域市町村圏振興整備組合歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）

発 議１号 千代田町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議　案　名

議　員　名

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）

そ
の
他
の
議
案 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
（
第
２
号
）

項 　　　目 補 正 額 補正後予算額
一般会計（第２号） 2億 6,843 万 2,000 円 47 億 3,371 万 1,000 円
国民健康保険特別会計（第１号） 2,253 万 1,000 円 16 億 3,910 万 7,000 円
介護保険特別会計（第１号） 2,394 万 9,000 円 9億 9,406 万 1,000 円
下水道事業特別会計（第１号） 1,565 万 4,000 円 2億 8,423 万 8,000 円
水道事業会計
（第２号）

収益的支出 △ 312 万 2,000 円 2億 7,611 万 2,000 円
資本的支出 4,328 万 5,000 円 1億 6,219 万 7,000 円

平成 27年度   一般会計・特別会計補正予算

問

災
害
時
の
町
民
へ
の
情

報
提
供
の
方
法
は
。

答

避
難
情
報
に
は
、
避
難

準
備
情
報
・
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
情
報
を
住
民
の
方
が

災
害
時
に
理
解
で
き
る
よ

う
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る

た
め
、
広
報
・
Ｈ
Ｐ
等
活
用

し
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

問

町
内
の
避
難
場
所

の
選
定
に
つ
い
て
は
。

答

町
の
地
形
等
の
状

況
を
考
え
、
千
代
田
町

地
域
防
災
計
画
で
定
め

て
あ
り
ま
す
が
、
計
画

の
見
直
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
策
定
に

関
し
総
合
的
に
検
証
し

て
い
き
た
い
。

「
千
代
田
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
」
の

発
議
が
議
会
運
営
委
員
長
よ
り
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

提
案
理
由
…
議
会
に
お
け
る
「
欠
席
の
届
出
」

に
つ
い
て
、
新
た
に
議
員
本
人
の
「
出
産
」

に
伴
う
議
会
の
欠
席
に
つ
い
て
規
定
す
る
も

の
で
す
。
全
国
議
長
会
の
標
準
規
則
に
お
い

て
、
改
正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
本
町
に
お
い

て
も
整
合
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

                   

← 

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

議
発

主
な
質
疑



そこが聞きたいそこが聞きたい

３議員が登壇３議員が登壇 一般質問
一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般
における事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、
報告・説明を求め、または疑問を問い質すことをいいます。

ページ 質　問　者 質　問　項　目

10 柿沼 英己 議員
①西小学童クラブの増築について
②環境のまちづくりについて
③健康のまちづくりについて

11 小林 正明 議員
①空き家対策について
②国語教育について

12 坂部 敏夫 議員 ①農業等の長期政策を問う

千代田町議会だより「大河」  132号　平成27年10月25日発行9



一
般
質
問　

柿
沼 

英
己
議
員
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問　
増
築
の
具
体
的
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長　

現
在
は
保
育
室

１
室
で
す
が
、
本
年
度
中

に
35
坪
前
後
の
１
棟
を
増

築
し
、
２
教
室
で
の
運
営

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
の
内
容
で
対

象
と
な
る
施
設
整
備
補
助

金
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設

計
、
建
築
を
含
め
５
年
間

の
リ
ー
ス
を
予
定
し
、
増

築
分
は
運
営
経
費
等
の
補

助
金
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

と
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　

児
童
福
祉
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
平
成
27

年
４
月
よ
り
利
用
対
象
児

童
が
、
実
質
小
学
校
６
年

生
ま
で
拡
大
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
西
小
学
童
ク

ラ
ブ
で
は
定
員
60
人
に
対

し
て
通
年
、
夏
季
休
暇
と

短
期
の
希
望
を
含
め
93
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
児

童
セ
ン
タ
ー
も
活
用
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
学
童
保
育
所
の
利
用
希

望
者
は
継
続
的
に
増
加
傾

向
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

西
小
学
童
ク
ラ
ブ
の
早
期

増
築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

柿沼 英己議員

本年度中に増築を行い
たい

町長

環
境
教
育
に
つ
い
て

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
行
っ
て
い
ま
す

教
育
長

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

各
種
健
康
教
室
を
推
進
し
て
い
ま
す

町
長

西小学童クラブの
増築について

問　
本
町
の
エ
コ
ス
ク
ー

ル
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
、

日
陰
に
よ
る
節
電
に
つ
い

て
体
験
的
に
学
習
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

は
、
３
校
と
も
回
収
し
た

牛
乳
パ
ッ
ク
を
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
に
交
換
し
た

り
、
ア
ル
ミ
缶
や
古
新
聞

な
ど
の
資
源
回
収
を
実
施

す
る
と
共
に
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ふ
た
を
回
収
し
、

世
界
の
子
供
た
ち
の
ワ
ク

チ
ン
購
入
に
寄
付
し
て
い

ま
す
。

問　
高
齢
者
へ
の
運
動
機

会
の
提
供
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

町
長　
温
水
プ
ー
ル
で
は

年
間
を
通
じ
て
、
一
般
か

ら
高
齢
者
向
け
の
水
中
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
や
水
泳

教
室
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
民
プ
ラ
ザ

で
毎
月
ヨ
ガ
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

か
ら
は
ム
ー
ブ
ス
ト
レ
ッ

チ
の
活
動
も
始
め
ま
し

た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
一
万
歩
の
会
」
に
よ
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
、
高
齢
者
に
無
理
の
な

い
運
動
で
、
一
緒
に
運
動

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
が

図
ら
れ
る
有
意
義
な
教
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩いて健康増進歩いて健康増進



一
般
質
問　

小
林 

正
明
議
員
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よ
る
管
理
・
処
分
・
周
辺

住
民
の
苦
情
な
ど
に
対
応

す
る
相
談
窓
口
の
設
置
は

各
市
町
村
の
動
向
を
参
考

に
考
え
て
い
ま
す
。

問　
空
き
家
対
策
補
助
制

度
、
空
き
家
の
再
活
用
の

考
え
は
。

町
長　
空
き
家
等
は
個
人

の
所
有
物
件
で
あ
り
、
そ

の
責
任
に
お
い
て
適
正
管

理
を
行
う
べ
き
で
す
。
し

か
し
、
経
済
的
に
難
し
い

面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
放

置
対
策
と
し
て
改
築
や
解

体
等
の
費
用
の
補
助
制
度

は
有
効
な
手
段
だ
と
思
い

ま
す
。
実
態
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し

た
い
。

問　
町
内
の
空
き
家
、
特

定
空
き
家
の
戸
数
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

町
長　
戸
数
は
把
握
を
し

て
い
ま
せ
ん
。
空
き
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た

背
景
を
考
え
、
今
年
度
は

調
査
方
法
等
を
検
討
し
、

平
成
28
年
度
に
は
調
査
を

実
施
し
た
い
。

問　
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
の
対
応
策
は
。

町
長　
法
で
は
、国
や
県
、

市
町
村
の
権
限
や
役
割
を

規
定
し
、
市
町
村
は
空
き

家
等
管
理
計
画
の
策
定
が

努
力
義
務
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
所
有
者
に

小林 正明議員

実態調査を実施し、
対応したい

町長

国
語
教
育
に
つ
い
て

教
材
を
有
効
に
利
用
し
て
い
き
た
い

教
育
長

空き家対策について

問　
辞
書
引
き
学
習
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
長　
小
学
校
３
年
生

か
ら
、
児
童
が
自
分
で

国
語
辞
書
を
使
っ
て
言
葉

の
意
味
を
調
べ
る
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
４
年
生

か
ら
は
、
漢
字
辞
書
を
使

い
、
部
首
・
画
数
な
ど
か

ら
漢
字
を
探
す
学
習
も
始

め
て
い
ま
す
。
言
葉
を
積

極
的
に
辞
書
で
調
べ
意
味

を
理
解
し
言
葉
が
わ
か
る

喜
び
を
体
験
さ
せ
、
文
章

を
読
ん
で
い
く
学
習
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　
小
中
学
生
の
読
書
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
朝
の
読
書
は
小

学
校
で
は
週
２
回
程
度

行
い
読
書
の
習
慣
化
を
促

し
、
学
期
１
回
程
度
は
読

み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
お
願
い
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
中
学
校

で
は
毎
朝
行
い
、
読
書
の

習
慣
化
が
定
着
し
１
日
の

学
習
が
落
ち
つ
い
た
雰
囲

気
の
中
で
始
ま
り
、
学
習

に
対
す
る
心
構
え
が
で
き

る
よ
う
に
学
校
全
体
で
努

め
て
い
ま
す
。

　

す
き
間
読
書
は
、
テ
ス

ト
や
学
習
が
予
定
よ
り
早

く
終
わ
っ
た
児
童
に
は
読

書
を
さ
せ
、
休
み
時
間
に

は
図
書
室
を
利
用
す
る
な

ど
、
読
書
の
習
慣
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

問　
学
校
図
書
室
の
利
用

状
況
は
。

教
育
長　
学
校
図
書
室
の

利
用
状
況
は
小
中
学
生
合

わ
せ
て
、
１
人
当
た
り
の

貸
し
出
し
数
が
、
平
成
25

年
度
が
60
冊
、
平
成
26
年

度
は
70
冊
程
度
で
す
。
小

学
生
と
中
学
生
を
比
べ
る

と
、
小
学
生
の
貸
し
出
し

数
が
多
く
な
っ
て
い
て
、

小
学
生
の
読
書
意
欲
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

多くの児童が利用する学校図書室多くの児童が利用する学校図書室



一
般
質
問　

坂
部 

敏
夫
議
員
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経
済
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長　

今
後
、
畦け
い

畔は
ん

除
去
な
ど
を
所
有
者
や
地

元
の
方
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
農
業
や
植
木
業
な
ど

の
後
継
者
不
足
の
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
全
国
的
な
問
題
で

あ
り
、
国
も
各
種
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。
生
活
が

成
り
立
つ
必
要
が
あ
る
の

で
、
米
麦
だ
け
で
な
く
、

収
益
の
上
が
る
作
目
に
取

り
組
む
事
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
の
機
械
導
入
補

助
や
親
元
就
農
だ
け
で
な

く
、
新
規
就
農
を
希
望
す

る
意
欲
の
あ
る
方
に
は
、

研
修
期
間
中
の
生
活
基
盤

を
支
え
る
た
め
の
研
修
費

を
支
給
す
る
制
度
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

問　
地
域
特
性
を
生
か
す

植
木
・
農
業
の
振
興
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

町
長　
米
麦
主
体
の
農
業

か
ら
、
地
域
の
特
性
を
生

か
せ
る
作
目
を
研
究
し
、

農
家
が
自
立
で
き
る
道
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
農
業
・
植
木
業
の
実

績
を
生
か
し
た
特
産
品
・

問　
休
耕
地
の
実
態
、
全

農
地
に
対
す
る
面
積
と
％

は
ど
れ
位
か
。

町
長　
田
が
７
６
２
ha
、

畑
が
２
０
２
ha
あ
り
ま

す
。
耕
作
放
棄
さ
れ
た
遊

休
農
地
が
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
の
結
果
９
・
３
ha

で
全
農
地
の
約
１
％
に
当

た
り
ま
す
。

問　

休
耕
地
の
活
用
策
、

農
地
の
集
積
化
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

町
長　
本
年
度
か
ら
運
用

が
始
ま
っ
た
農
地
中
間
管

理
事
業
で
、
担
い
手
農
家

へ
の
集
積
化
を
活
用
策
の

１
つ
と
し
て
考
え
ま
す
。

坂部 敏夫議員

農家が自立できる道を
確立していきたい

町長

農業等の長期政策に
ついて

ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
、
富

有
柿
や
干
し
柿
な
ど
を

作
っ
た
ら
ど
う
か
。
ま
た

６
次
産
業
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
考
え
は
。

町
長　
提
唱
す
る
趣
旨
は

同
感
で
す
。

経
済
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長　
現
在
で
は
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
白
菜

「
邑
美
人
」・
ゴ
ー
ヤ
が
定

着
し
、
米
麦
と
の
複
合
経

営
の
望
み
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
、

気
候
・
土
壌
・
販
売
経
路

に
加
え
、
生
産
者
の
士
気

な
ど
、
障
壁
を
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

６
次
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
は
、
一
流
の
も
の

と
し
て
他
と
の
差
別
化
を

図
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

問　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

経
済
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長　
新
規
就
農
へ

の
誘
導
策
と
し
て
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
農
業
振
興

に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

※
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と

は
…
ド
イ
ツ
で
盛
ん
な

農
地
の
賃
借
制
度
の
こ

と
を
言
い
、「
市
民
農

園
」
も
し
く
は
、「
滞

在
型
市
民
農
園
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

事業転換の例事業転換の例



第３回　千代田町議会

議会報告会
平成27年11月4日（水）
◆開場：午後6時　◆開会：午後6時 30分～ 7時 30分

●場所：千代田町総合体育館　１階多目的室
　　　　千代田町大字上五箇600-1　☎ 0276-86-8810

平成 27年11月6日（金）
◆開場：午後6時　◆開会：午後6時30分～ 7時30分

●場所：千代田町町民プラザ　１階講義室
　　　　千代田町大字赤岩1701-1　☎ 0276-86-6311

千代田町議会では、議会で取り組んでいる内容を報告するために、千代田町議会では、議会で取り組んでいる内容を報告するために、
議会報告会を開催します。議会報告会を開催します。
皆様のご参加をお待ちしております。　　　　　　千代田町議会皆様のご参加をお待ちしております。　　　　　　千代田町議会
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…お問い合わせ先…
千代田町役場 議会事務局　千代田町大字赤岩1895-1　
TEL：0276-86-7009　FAX：0276-86-4591
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総務文教総務文教  常任委員会  常任委員会  

７月23日～ 24日　新潟県妙高市・見附市

こども園・地方創生の取り組みを学ぶ

妙高市

　妙高市は日本百名山の妙高山の裾野に位置し、
四季折々の変化に富んだ雄大な自然景観と、湧出
量豊富な温泉やたくさんのスキー場を有する観光
地で、人口約３万4,000人の市です。
　少子化の流れから平成 20年よりこども教育課
を設置し、幼稚園、保育園を同じ課で管轄してい
ます。全部で１７ある幼稚園・保育園を順次認定こ
ども園にしていく方針で、この４月から３つ目のこど
も園として開園したばかりの「よつばこども園」を
視察してきました。
　定員185人の施設に169人、その内従来の幼
稚園児は41人で年齢ごとに９クラスに分かれてい
ます。職員数は保育教諭、パート保育士、調理員
あわせて39人で運営をしています。施設内では図
書コーナー、相談室、医務室やプールなどがあり、
保育をするために十分な環境が整っていると感じま
した。運営上の大きな問題は無いといということで

すが、事務量は以前より多くなり、職員全体での
打ち合わせ時間が取れなかったりと、事務的な問
題はあるという話でした。また職員の机の上にはパ
ソコンだけが置いてあり、ＩＴ化により効率が図ら
れていると感じました。
　子ども子育て支援新制度が始まり、全国の認定
こども園も倍増しています。千代田町も幼稚園児
が減ってきている状況等を考え、まずは機構改革
などの取り組みを進めることが重要だと感じた研修
でした。 襟川 仁志　記

見附市

　見附市で「エコスクール化」・「地方創生」への取
り組みについて学んできました。
　エコスクール化の取り組みとして、見附市は教育
現場において省エネルギー対策への取り組みを積
極的に推進しています。生徒たちの環境意識を啓
発し、家庭でも省エネ・エコ活動を促し広めること
を目的とし、各小学校で生徒たちが節水・節電など
独自の取り組みをしています。今年で８年目を迎え

年々生徒の環境意識は向上し、生徒たちも自主的
に活動に取り組んでいます。
　見附市は超高齢化・人口減少社会の中で、持続
できる町づくりを目的に、地域再生計画を策定し、
国の地方創生モデル事業として、この計画が第１号
に認定されました。都市の集約と集落地域の存続
を両立するため公共交通・市街地活性化・ライフス
タイルに応じた住み替え等の施策を総合的に進め
るもので、将来を見据え地方創生に取り組んでい
ます。
　それぞれの特色を生かした魅力と活力に満ちた
地域づくりが、将来にわたり持続可能な町づくりに
つながると考えます。　　　　　　野村 智一　記

※エコスクール…環境負荷の低減や、自然との共生を考慮
した学校施設として整備し、環境教育の教材として活用
するものです。

参加者
襟川 仁志
野村 智一
細田 芳雄
柿沼 英己
福田 正司
欠席者
黒澤 兵司
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福祉産業福祉産業  常任委員会  常任委員会  

７月16日～ 17日　山形県川西町・新潟県聖籠町

次世代育成支援を学ぶ

視察研修
レポート

川西町

　川西町は、
山形県南部の
置
おき
賜
たま
地方のほ

ぼ中心に位置
し、1955年に
１町５村が合併

した人口約１万6,300人、世帯数約5,200 世帯の
米どころの町です。近年の経済状況を反映して共
働き世帯が増え、保育所入所希望者が増加、平成
27年４月から５年間を一期とする「川西町子ども・
子育て支援事業計画」を策定し、国・県・町総合計
画との整合性を図り進めています。
　教育・保育施設の充実策としては、認可保育所、
地域型保育施設などがあり、認定こども園も視野
に入れながら検討が進められています。
　また、地域の子育て支援の充実策としては、一

時預かり、延長保育などがあります。特に病児保
育も充実し、利用者は置賜地方全域にわたってい
て、子育て世帯に力強い支援となっている他、放課
後児童クラブについても地域ＮＰＯ法人で運営して
いるところもあり、町ぐるみで支援している様子が
うかがえました。
　子ども子育て支援の先進地である川西町で多く
を学ぶことができ、これからの本町の「子ども・子
育て支援施策」に反映したいと考えます。

小林 正明　記

参加者
金子 孝之
青木 國生
富岡 芳男
小林 正明
髙橋 祐二
福田 正司
欠席者
坂部 敏夫

聖籠町

　聖籠町は新潟県の海岸地帯の北部、越後山脈に
源を発する加茂川の下流に位置し、面積は37.58
㎢でほぼ平坦な穀倉地帯で稲作の他、さくらんぼ
などの果樹栽培が盛んに行われています。
　平成１７年４月より幼稚園からこども園に名称を
変え、小学校区域ごとに町内３つのこども園に457

人、４つの保育園に204人の子どもたちが通園し
ています。こども園になったことで保護者からは、
「教育的環境と保育的環境の両面があり、保育の質
が高くなった。また、安心して働ける」との声が多
く寄せられているそうです。通常保育料の無料化や
延長保育料の低額化、町立保育園を民営化し保育
サービスを向上させました。平成26年３月には、『聖
籠町こども条例』を制定し子育て支援の充実を図っ
ていることから、町外から多くの子育て世帯が流入
し、人口も毎年増加しているそうです。
　千代田町では、こども園を前提に西保育園敷地
内に西幼稚園を建設しましたが、数年経っても何も
変わっていません。聖籠町で研修したことを研究し、
子育て支援体制をさらに充実できればと思います。

髙橋 祐二　記
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問　

赤
岩
の
住
宅
火
災
の
消

赤
岩
の
住
宅
火
災
の
消

化
作
業
の
際
、
水
圧
の
弱
い

化
作
業
の
際
、
水
圧
の
弱
い

消
火
栓
が
あ
っ
た
が
、
防
火

消
火
栓
が
あ
っ
た
が
、
防
火

対
策
は
大
丈
夫
か
。

対
策
は
大
丈
夫
か
。

答　
赤
岩
２
区
は
消
火
栓
に

継
ぐ
水
道
管
自
体
の
口
径
が

小
さ
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
管

網
整
備
を
含
め
防
火
水
槽
な

ど
の
消
防
水
利
の
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

      

意
見
交
換

【
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　

に
つ
い
て
】

執
行
部　

町
内
の
幼
稚
園

児
の
人
数
は
、
西
幼
稚
園
が

64
人
、
東
幼
稚
園
が
32
人

で
、
園
児
の
減
少
や
保
育
園

へ
の
移
行
な
ど
で
年
々
減
っ

て
い
ま
す
。
組
織
機
構
で
は

近
隣
で
大
泉
町
が
子
育
て
支

援
課
、
邑
楽
町
で
は
子
ど
も

支
援
課
が
出
来
て
き
て
い
ま

す
。

議
員　
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

こ
ど
も
園
へ
の
移
行

は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
研
究

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
研
究

し
な
が
ら
中
期
的
な
課
題
と

し
な
が
ら
中
期
的
な
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

主
な
質
疑

総務文教常任委員会
委員会のうごき

執
行
部　
公
立
の
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
は
、
メ
リ
ッ

ト
が
見
え
て
こ
な
い
の
が
現

状
で
す
。
群
馬
県
で
も
２
園

だ
け
で
、
補
助
が
無
く
町
単

独
で
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
た
め
財
政
面
で
も
負
担
が

多
い
で
す
。
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
の
中
身
を
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 【
地
方
創
生
に
つ
い
て
】

執
行
部　

千
代
田
町
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
「
新
し
い

雇
用
環
境
の
創
出
」「
定
住
・

移
住
促
進
」「
結
婚
・
子
育

て
支
援
」「
人
の
交
流
促
進
」

の
４
つ
を
基
軸
と
し
て
、
係

長
級
以
上
の
部
会
を
編
成
し

施
策
の
細
か
い
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。
出
来
う
る
事
業

を
検
討
し
た
中
で
、
た
た
き

台
と
し
て
10
月
予
定
の
有
識

者
会
議
に
提
案
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員　

若
い
人
の
出
会
い
の

若
い
人
の
出
会
い
の

場
を
作
る
事
業
を
多
く
考
え

場
を
作
る
事
業
を
多
く
考
え

て
は
ど
う
か
。

て
は
ど
う
か
。

執
行
部　
年
に
何
回
か
事
業

を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結

婚
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
今
後
、
近
隣

の
町
と
連
携
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。

議
員　

働
い
て
い
る
お
母
さ

働
い
て
い
る
お
母
さ

ん
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る

ん
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る

環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と

環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と

が
、
２
人
目
３
人
目
の
出
産

が
、
２
人
目
３
人
目
の
出
産

に
繋
が
る
と
思
う
が
。

に
繋
が
る
と
思
う
が
。

執
行
部　

大
学
生
ま
で
育

て
る
に
は
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
小
さ
い
内
か
ら
の
支
援

も
重
要
で
す
し
、大
き
く
な
っ

て
か
ら
の
支
援
策
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

議
員　

駅
の
な
い
千
代
田
町

駅
の
な
い
千
代
田
町

に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

若
い
世
代
が
通
勤
通
学
す
る

若
い
世
代
が
通
勤
通
学
す
る

た
め
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
取

た
め
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
取

り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

執
行
部　

デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
交
通
弱
者
対

策
と
し
て
今
後
検
討
さ
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
が
、
若
い

世
代
に
定
住
し
て
も
ら
う
に

は
、
ま
ず
は
千
代
田
町
に
あ

る
分
譲
地
に
住
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
補
助
金
や
支
援
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

町からの報告事項
●主な所管事務について

総　務　課…大雨での新谷田川放水路越水による
住宅浸水の被害状況について

財　務　課…個人町民税特別徴収の全県一斉指定
について

 公共施設利用者アンケート調査につ
いて

教育委員会…スポーツ少年団への補助金並びにス
ポーツ派遣費の増額について

主な協議事項
●認定こども園・地方創生についての意見交換

●閉会中の継続調査について

充実に向けて検討される消防水利充実に向けて検討される消防水利

16
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問　

新
規
工
業
団
地
の
進
捗

新
規
工
業
団
地
の
進
捗

状
況
と
説
明
会
の
予
定
は
。

状
況
と
説
明
会
の
予
定
は
。

答　
県
の
関
係
課
局
と
連
携

し
業
種
に
こ
だ
わ
ら
ず
全
国

に
案
内
や
連
絡
を
取
っ
て
い

ま
す
が
、
進
出
企
業
の
決
定

に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
関

東
農
政
局
と
の
協
議
が
で
き

な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
説

明
会
は
地
元
の
要
望
も
あ
り

ま
す
の
で
、
半
年
に
一
度
程

開
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

商
業
用
地
へ
の
進
出

商
業
用
地
へ
の
進
出

企
業
は
、
ま
た
ふ
れ
あ
い
タ

企
業
は
、
ま
た
ふ
れ
あ
い
タ

ウ
ン
の
土
地
を
民
間
業
者
に

ウ
ン
の
土
地
を
民
間
業
者
に

買
っ
て
も
ら
う
考
え
は
。

買
っ
て
も
ら
う
考
え
は
。

答　
企
業
名
は
公
表
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
商
業
用
地

進
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る
企

業
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
決
定
ま
で
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

タ
ウ
ン
は
、
現
在
民
間
業
者

に
よ
る
建
売
も
行
っ
て
お
り
、

早
期
分
譲
に
向
け
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
方
創
生
の
総
合
戦

地
方
創
生
の
総
合
戦

略
会
議
は
何
回
実
施
し
た
の

略
会
議
は
何
回
実
施
し
た
の

か
、
ま
た
内
容
は
。

か
、
ま
た
内
容
は
。

答　
３
つ
の
分
科
会
を
１
回

開
き
、
内
容
は
ま
と
ま
り
次

第
議
会
に
報
告
し
た
い
。

問　

舞
木
土
地
区
画
整
理

舞
木
土
地
区
画
整
理

地
内
の
保
留
地
分
譲
促
進
の

地
内
の
保
留
地
分
譲
促
進
の

た
め
、
価
格
を
下
げ
る
こ
と

た
め
、
価
格
を
下
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

は
で
き
な
い
の
か
。

答　

事
業
終
結
に
向
け
て
、

組
合
理
事
長
に
町
と
し
て
の

協
力
に
つ
い
て
、
回
答
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

保
留
地
価
格
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
伝
え
て
い
ま
す
が
、

協
力
金
の
問
題
で
協
議
が
進

ま
な
い
状
況
で
す
。

問　

子
育
て
関
連
の
専
門
窓

子
育
て
関
連
の
専
門
窓

口
設
置
の
考
え
は
。

口
設
置
の
考
え
は
。

答　
早
急
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
不
足
の
た
め

対
応
が
難
し
く
、
今
後
職
員

の
増
員
を
含
め
、
子
育
て
関

連
専
門
窓
口
の
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

都
市
計
画
道
路
の
進

都
市
計
画
道
路
の
進

捗
状
況
は
。

捗
状
況
は
。

答　

平
成
26
年
度
末
で
土

地
の
買
収
は
、
約
80
％
の
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
交
付

金
が
減
額
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
平
成
30
年
度
に
は
開
通

に
も
っ
て
い
き
た
い
。

      

意
見
交
換

【
次
世
代
育
成
支
援

             

に
つ
い
て
】

議
員　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
保
育
園
や
幼
稚
園
の

沿
っ
た
保
育
園
や
幼
稚
園
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

計
画
は
あ
る
の
か
。

執
行
部　
町
の
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
、
社
会
に

出
ら
れ
る
力
を
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な

が
ら
町
に
あ
っ
た
か
た
ち
で

の
、
保
育
・
教
育
の
在
り
方

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

議
員　

町
と
し
て
幼
稚
園
と

町
と
し
て
幼
稚
園
と

保
育
園
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の

保
育
園
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
保
育
園
に
お
い
て
教
育

ま
た
保
育
園
に
お
い
て
教
育

主
な
質
疑

も
受
け
さ
せ
た
い
保
護
者
も

も
受
け
さ
せ
た
い
保
護
者
も

い
る
の
で
は
な
い
か
。

い
る
の
で
は
な
い
か
。

執
行
部　

社
会
情
勢
に
よ

り
保
育
が
必
要
な
子
が
増
え

て
い
る
の
が
原
因
と
考
え
ま

す
。
ま
た
教
育
は
、
保
育
園

は
教
育
指
針
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
０
〜
２
歳
児
は
、
生

き
る
力
を
育
み
体
力
づ
く
り

に
主
眼
を
お
き
、
３
〜
５
歳

児
は
小
学
校
入
学
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

議
員　

保
育
園
職
員
の
正
職

保
育
園
職
員
の
正
職

員
を
増
や
す
考
え
は
。

員
を
増
や
す
考
え
は
。

執
行
部　
職
員
定
数
の
関
係

で
難
し
い
状
況
で
す
が
、
ク

ラ
ス
担
任
に
関
し
て
は
正
職

員
を
つ
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

委員会のうごき

◎金子孝之　○坂部敏夫　青木國生　富岡芳男　小林正明　髙橋祐二　◎委員長　○副委員長

町からの報告事項
●主な所管事務について

住民福祉課…敬老祝金の支給について
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特
例給付金について

環境保健課…保健センターまつりの開催予定につ
　　　　　　いて
経　済　課…川せがきの開催結果について
  国勢調査について
  産業祭の開催予定について

建設水道課…ふれあいタウンちよだ分譲状況と商
業用地造成工事について

　　　　　　舞木土地区画整理組合の保留地処分
状況について

　　　　　　大雨での新谷田川放水路越水による
　　　　　　住宅浸水被害状況について

主な協議事項
●次世代育成支援対策についての意見交換

●閉会中の継続調査について

健やかな成長のために健やかな成長のために
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委
員
長　

金
子　
孝
之

副
委
員
長　

野
村　
智
一

委　
　

員　

小
林　
正
明

委　
　

員　

福
田　
正
司

委　
　

員　

襟
川　
仁
志

委　
　

員　

坂
部　
敏
夫

委　
　

員　

髙
橋　
祐
二

千
代
田
議
会
だ
よ
り

発
行
／
千
代
田
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL
／
0276-86-2111（

代
）

N
o.132

９
月

定
例

会
平
成
２
7
年

10
月
２
５
日
発
行

議会広報編集委員会

次回の定例会は、

12月3日（木）～12月10日（木）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

千代田町議会だより「大河」  132号　平成27年10月25日発行 18

す

会議録は町のホームページからご覧になれます

今号今号の表紙表紙
　９月 13日に、防災訓練が行われました。もし
ものときのために、子どもたちも一生懸命訓練に
参加しました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。

詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

18

代表者 山本 久恵さん（舞木）
　絵手紙の会「どんぐり」は会員16名で、山本久恵さんを中心
に多田泰子先生指導のもと、活動しています。
　上手よりもヘタでいいをモットーに、描きたい気持ちの感性を
育てています。
　毎月のテーマは、生活や季節を取り入れ題材としています。今
回は、巻紙絵手紙で「忘れられない思い出」をテーマに、文章を添え
て仕上げています。

　10月は町民文化祭
に向けて作品を制作
し、11月は賀状、干
支のサルを羽子板に
描く予定です。
　月に１回、和気あ
いあいで生涯学習と
して楽しんでいます。
初心者大歓迎、見学
に来てみませんか。

絵手紙絵手紙のの会会

 「どんぐり」

18

千代田町の

元気の源
Vol.26


